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返
還
前
の
沖
縄
と
本
土
と
の
渡
航
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

一
九
七
二
年
、
沖
縄
が
日
本
へ
復
帰
す
る
以
前
、
沖
縄
に
お
い
て
は
出
入
管
理
庁
な
る
機
関
が
置
か
れ
、
本
土
と
沖
縄
の

行
き
来
に
関
す
る
行
政
手
続
き
が
行
わ
れ
て
い
た
と
承
知
す
る
が
、
右
に
つ
き
説
明
さ
れ
た
い
。

二

沖
縄
が
日
本
へ
復
帰
す
る
以
前
、
本
土
側
の
人
間
が
沖
縄
に
出
入
域
す
る
際
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
携
行
は
必
要
と
さ
れ
た

か
。

三

出
入
管
理
庁
の
下
、
当
時
の
沖
縄
に
お
い
て
は
、
米
国
領
と
い
う
建
前
は
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ
日
本
に
復
帰
す
る
と
い
う

前
提
の
下
、
本
土
と
沖
縄
と
の
出
入
域
手
続
き
に
つ
い
て
特
別
な
枠
組
み
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
承
知
す
る
が
、
右
に
つ
き

説
明
さ
れ
た
い
。

四

三
で
触
れ
た
よ
う
に
、
か
つ
て
沖
縄
が
日
本
に
復
帰
す
る
前
、
特
別
な
行
政
の
枠
組
み
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
我

が
国
固
有
の
領
土
で
あ
り
な
が
ら
我
が
国
へ
の
返
還
が
い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
北
方
領
土
に
つ
い
て
も
適
用
可
能
で
あ
る

と
考
え
る
。
北
方
領
土
へ
の
邦
人
の
渡
航
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
ロ
シ
ア
政
府
の
ビ
ザ
発
給
を
受
け
る
形
で
北
方
四
島

へ
入
域
す
る
こ
と
を
自
粛
す
る
よ
う
、
邦
人
に
要
請
す
る
閣
議
了
解
を
決
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
邦
人
の
北
方
領
土

へ
の
渡
航
を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
沖
縄
と
本
土
を
行
き
来
す
る
際
の
手
続
き
と
同
様
の
方
策
を
用
い
て
、
邦
人
が
四
島

一



に
行
け
る
態
勢
を
つ
く
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
か
。
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


